
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９７０年代から８０年代は、新しいモ

ノや珍しいモノを持つことが価値になる

「モノ消費」の時代でした。それが新しい

コトや珍しいコトの体験が価値になる

「コト消費」へと変化すると、コロナ以降

は「そのとき・その場」でしか味わえない

貴重な体験を求める「トキ消費」へ。消費

の変化は価値の変化というわけですね。 

７月号 VOL．167 

今月のマメ知識：【２０２３年度の税制改正について】 

今回は２０２３年度の税制改正のポイントについてお話しします。個人所得課税については、家計の資産を貯

蓄から投資へと資産所得倍増につなげるべく、ＮＩＳＡ制度の拡充と恒久化措置が講じられました。それによ 

り「つみたて投資枠」については年間上限額を 120万円に拡充し、新たに設けられ 

た「成長投資枠」の年間投資上限額を 240万円に拡充するとともに「つみたて投資 

枠」との併用が可能となりました。資産課税については、相続時精算課税制度にお 

ける基礎控除（年 110万円）の創設により、この制度の選択後も毎年 110万円以下 

の贈与については贈与税の申告が不要。また資産移転の時期に対する中立性を高め 

る観点より、暦年課税における相続前贈与の期間を３年から７年に延長したほか、

延長した期間に受けた贈与のうち 100万円については相続財産に加算しない見直しが行われました。この他、

法人課税については研究開発税制の見直し、先導的人材投資に関する税制の創設なども行われました。 

今月の偉人：【ハンムラビ】 

ハンムラビ王は紀元前 18 世紀頃のバビロン第１

王朝の王です。現在のイラクに位置するメソポタ

ミアは六十進法や七曜制、アルファベットの起源

など高度な文明が存在していました。第６代の王

に即位したハンムラビは全メソポタミアを統一し

駅伝制やかんがい用水路を建設しました。ハンム

ラビ法典の「目には目を、歯には歯を」の真意は、

過剰な報復を避けて限度をわきまえること。体系

化した法で混在する異民族を統制し、中央集権国

家としてバビロニアの全盛をもたらしました。 

今月のキーワード：【Caesarean section】 

「７月」は“July”ですね。古代ローマでは７月

を“Julius”（ユリウス）といったそうですが、こ

れは Julius Caesar（ユリウス・カエサル）に由来

します。歴史の授業では「カエサル」と習います

が、英語では「ジュリアス・シーザー」と発音し

ます。真偽は定かではありませんが、カエサルが

そのように産まれたとの理由から「帝王切開」の

ことを“Caesarean section”（シザァリィアン・

セクション）といい、会話の中ではその短縮形“C-

section”（シーセクション）がよく使われます。 

MCS税理士法人立川事務所通信 

ＭＣＳ税理士法人立川事務所 

〒190-0023 

立川市柴崎町 3-11-4 東京ﾛｼﾞﾃｯｸ千代田ﾋﾞﾙ 4 階 

電話：042-595-7671  ＦＡＸ：042-528-6949 

http://www.mcs-office.jp mail:info@mcs-office.jp 

相続専用 HP：http://www.souzokushien110.com/ 
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【爆弾】 

２０２３年版のミステリーランキング

２冠達成の呉勝浩の小説。連続爆破テロ

の犯人と警察が攻防を繰り広げます。ペ

ージをめくる手が止まらない一冊です。 

今月の商売のヒント：【解釈力を磨く】 

朝、元気に「行ってきます！」と出かけた人が事故に巻き込まれ、

その日の夕方には全身を包帯に巻かれた姿で病院のベッドに寝て

いた、という話を聞きました。その場にいた全員が「なんて不幸な

出来事なんだ」「かわいそうに」と同情する中で、当事者の妻は「彼

が生きていてくれて本当によかったです」と満面の笑みだったそう

です。私はこのとき、とても大事なことを学びました。人を不幸に

するのは「出来事」ではない。その出来事をどう「解釈」するかで

自分にとっての現実がまったく違ってくる、ということです。自分

の身にトラブルが起きたとき、あなたはそのトラブルをどう解釈し

ているでしょうか。自分に非があれば謙虚な気持ちで反省し、迷惑

をかけた相手には思いやりの心で接するかもしれません。また自分

に非がなければ「相手が悪い」「タイミングや状況が悪かった」な

ど、原因となった要素を責めることもあるでしょう。けれど例えば 

石につまずいて転んだとして、果たして 

そこに石があったからなのか。「こんな 

所に石があるのが悪いんだ」と解釈する 

こともできますが「足元の石に気づかな 

かったのは自分の不注意だ。転んだおか 

げで、次からは足元に気をつけようと思

えてよかった」と解釈できたらどうでしょうか。そうすることによ

り今まで苦難だ、逆境だと嘆いていた出来事すべてが逆転して、結

果「よかったじゃないか」となるのではないでしょうか。「すべての

出来事は自分にも原因がある」と解釈して、現実を感謝の気持ちで

受け止めてみる。これは一種の訓練です。繰り返し解釈力を磨くプ

ロセスで、私たちは多くを学べるだろうと思います。 

アメリカの自動車会社フォード・

モーターの創設者であるヘンリ

ー・フォードの言葉。「漁夫の利」

や「棚からぼた餅」を期待してい

ては体もふところも温まらない。 

今月のトピック：【ヘンテコ深海魚便】 

「深海魚の聖地」と呼ばれる静岡県沼津市の戸田漁港の直送便が注目

を浴びています。ノドグロなどの高級魚以上に人気なのが、食用では

ない深海魚を詰め込んだ「ヘンテコ深海魚便」。底引き網漁で捕れた

風変わりな姿の希少な魚が研究機関や標本作家から喜ばれています。

処分の対象だった深海魚が、戸田の町起こしにも一役買っています。 


